
総合医療センターの手術室増設について

• 6年度から1ヵ月平均の手術件数は400件超に

• 救急受入件数に加え、医師数も増加

• 病床稼働率、応需率、紹介率も上昇

手術室等の現状
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○病床稼働率、救急応需率、紹介率、逆紹介率○1ヵ月平均の手術件数と救急受入件数、常勤医師数
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○各診療科における月間手術件数の推移

市内 市外 計 市内 市外 計

外科 44 22 66 40 21 61

整形外科 31 27 58 48 26 74

泌尿器科 22 7 29 21 16 37

眼科 85 30 115 75 34 109

形成外科 20 3 23 33 7 40

脳神経外科 10 7 17 24 14 38

耳鼻咽喉科 14 4 18 8 1 9

腎臓内科 1 2 3 2 4 6

消化器内科 0 0 0 2 2 4

婦人科 12 8 20 21 15 36

手術件数　計 239 110 349 274 140 414

市内・市外の割合 68.5% 31.5% 100.0% 66.2% 33.8% 100.0%

手術件数　高齢者 180 74 254 192 86 278

高齢者が占める割合 75.3% 67.3% 72.8% 70.1% 61.4% 67.1%

※R5年9月から増加した項目は黄色で表示

R５.9月 R７.9月
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○1ヵ月平均の手術件数の推移と手術室増設後の見込み

• 現在、年間ベースで37.5件の紹介をお断り　※うち市内は28.5件

• 診療科によっては、最大2ヵ月の待機が発生中

• 手術室の使用率は、一般的な上限の75～85％程度に迫っている

• 増設により、50件×12月＝年間600件の手術を増加させ、待機の解消に寄与できる

• ただし、工事費用として約1.8億円が必要

手術室増設の必要性

手術室1（眼、形成、腎内） 局麻用 117 33.6% 133 48.1% 133 48.1% 手術室1（眼、形成、腎内） 局麻用 133 48.1%

手術室2（緊急） 緊急用 20 19.7% 27 28.1% 27 28.1% 手術室2（緊急） 緊急用 27 28.1%

手術室3（泌・腎内・脳外・産） 全麻 49 68.2% 52 82.8% 52 82.8% 手術室3（泌・腎内・脳外・産） 全麻 52 82.8%

手術室4（外・整・耳） 全麻 29 53.6% 49 84.3% 49 84.3% 手術室4（外・整・耳） 全麻 49 84.3%

手術室5（整） 全麻 38 68.4% 49 82.8% 49 82.8% 手術室5（整） 全麻 49 82.8%

手術室6（産・耳・脳外・形成） 全麻 56 76.3% 53 78.6% 53 78.6% 手術室6（産・耳・脳外・形成） 全麻 53 78.6%

手術室7（外科・形成・手術支援ロボット） 全麻 40 83.1% 51 85.1% 51 85.1% 手術室7（形成・脳外・手術支援ロボット） 全麻 51 85.1%

手術室8（外科・形成） 全麻 50 85.0%

349 57.6% 414 70.0% 414 70.0% 464 70.0%

R5.9月 R7.9月 R8.9月(見込み) 手術室増設後

合計件数／平均使用率 合計件数／平均使用率

手術件数 使用率 手術件数 使用率 手術件数 使用率 手術件数 使用率
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